
樋口強 がんを生きる
演題

落語

「生き方は自分が決める」
「病院日記Ⅳ」
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後援 岩手県、岩手県教育委員会、盛岡市、盛岡市教育委員会、盛岡市社会福祉協議会、岩手県医師会、盛岡市医師会、岩手県看護協会、岩手県薬剤師会、盛岡薬
剤師会、岩手県介護支援専門員協会、岩手県対ガン協会、岩手経済同友会、いわて生活協同組合、岩手日報社、盛岡タイムス、朝日新聞盛岡総局、読売新聞東京
本社盛岡支局、毎日新聞盛岡支局、産経新聞盛岡支局、河北新報社盛岡総局、ＮＨＫ盛岡放送局、IBC岩手放送、テレビ岩手、岩手朝日テレビ、めんこいテレビ、
エフエム岩手、ラヂオもりおか、マ・シェリ、がん患者と家族の会・かたくりの会、乳がん患者の会・アイリスの会、がん家族の会・おでんせの会、ペイシェン
トアクティブ・びわの会、乳がん患者の会・ひまわりの会、＊らんきゅう＊卵宮(敬称略、順不同)

チケット取り扱い　前売1,000円 (当日1,200円)カワトクプレイカイド、アネックスカワトク、おでって、いわて生活協同組合（盛岡各店）

第4回

日時　08年10月12日(日)開演13:00(開場12:00)
場所　盛岡劇場メインホール
主催 岩手ホスピスの会 共催 第４回がん患者大集会東北ブロック実行委員会



◆◇◆◇◆◇◆◇　樋口強さんのプロフィール　◇◆◇◆◇◆◇◆

メ ッ セ ー ジ

・企業人として東レ㈱で電子情報機材企画管理
室長の要職にて新規事業立ち上げの最前線に
いた 1996 年、43歳のとき、悪性度が高く生
存率が極めて低い肺小細胞がんに出会う。（当
時、3年生存率５％といわれた。）
・手術と抗がん剤治療で乗り越えたが、大量の
抗がん剤の後遺症である全身のシビレは今で
も続いている。日常生活に不自由はあるもの
の、家庭での毎日のリハビリで「普通のこと
が普通にできる喜び」が今のいのちを支えて
くれている。
・一年に一度、東京・深川で開催する「いのち
に感謝の落語独演会」は、毎年全国のがんの
人と家族を無料で招待し、2008 年 9 月で第
8回目を迎える。「笑いは最高の抗がん剤」と
して、東京・深川江戸資料館小劇場の高座に
かかる涙と笑いの創作落語『病院日記』が大
きな反響を呼び、毎年たくさんのがんの仲間
と家族が全国から駆けつける。
・ＮＨＫテレビ「生活ほっとモーニング」・「こ
ころの時代」、フジテレビ「アンビリバボー」、
テレビ朝日「テレメンタリー」、読売新聞看
板コラム「医療ルネサンス」他多数のメディ
アがその生き様を取り上げ、全国からたくさ
んの共感と感動の反響が届く。また 2005 年
には日本経済新聞人気コラム「患者の目」に
一か月間エッセイを連載し高い評価を得た。
・現在は執筆活動の傍ら、「笑いは最高の抗が

ん剤」、「生き方は自分が決める」、「普通のこ
とが普通にできる喜び」、「生きてるだけで金
メダル」などをテーマに全国で「いのちの落
語講演会」を開催している。2007 年 10 月
にはイタリア・ミラノで「いのちの落語 in 
milan」公演を成功させ、その活動は海外に
まで広がっている。
・全国の多くの人に支持され大きな反響を呼ん
だ「いのちの落語」（文藝春秋刊）は、樋口強
の基本書として根強い人気を得ている。その
続編として、心豊かな生き方を伝える「つか
む勇気 手放す勇気」( 春陽堂書店刊 ) を 2006
年に上梓した。また、2007 年には、全国を
笑顔と笑いでつなぐ三冊目の著書「生きてる
だけで金メダル」( 春陽堂書店刊 ) を上梓し、
がんに出会ったからこそわかる「いのちの尊
厳」、「生きる喜び」などを伝えるため精力的
に執筆活動に取り組んでいる。
・ 主 な 著 書 に 以 下 が あ る。 
「いのちの落語」（文藝春秋・落語「病院日
記」ライブＣＤ付き 1550 円 2005 年刊）「つ
かむ勇気 手放す勇気」( 春陽堂書店 1575 円
2006 年刊 )「生きてるだけで金メダル」（春
陽堂書店・落語「病院日記」ライブＣＤ付き
1575 円 2007 年刊）
・ホームページhttp://www.k4.dion.ne.jp/~higuchit/
・全日本社会人落語協会副会長兼事務局長
　｢いのちに感謝の独演会 ｣主宰 1952 年生まれ

　「言葉にできない感情につつまれ泣けた、泣けた」「あーありがとう。また、来年お会いしましょう」「私

にとって一年生きたご褒美と明日からのスタートのイベントです」（昨年のアンケートから）毎年、沢山の

方々が樋口氏のお話に一喜一憂し、励まされ・・癒され・・みなさん何かをつかんで帰られる講演会を今

年も開催できることをとても嬉しく思います。

病を背負った人に限らず、生きていれば何かに立ち止まり一歩も動けなくなる場面があります。「大丈夫で

すか？大丈夫ですよ・・」辛く悲しいのはあなた一人ではありません。先にも後にも多くの仲間がいます。

それは、「いのちの落語講演会」できっと感じることができます。人生の岐路に立ったとき家族や仲間が支

えてくれます。多くの人に生かされている事に気づくことが出来る講演会へ足をはこんでみませんか？

 岩手ホスピスの会

当会では患者･家族へ寄り添う沢山の活動に取り組

んでいます。みなさんの御協力・ご支援のカンパを

お願いいたします。

振込み先　郵便振替口座　02250-1-60580

カ ン パ の お 願 い

http://www.k4.dion.ne.jp/~higuchit/

